
























































永昌 東四溝 婦女 紅衣長裙女
9
張朋川1978：少数民族 *04 張朋川1978 01～
09
高台 駱駝城南墓群 耱地 高鼻男 孫彦2011：少数民族 鄧士伏1999 10
牧馬・駱駝 高鼻男 孫彦2011：少数民族 鄧士伏1999 11
苦水口M1 前室 北壁 狩猟 披髪男 郭永利2007：羌 郭永利2017 12
放牧 披髪男 郭永利2007：羌 郭永利2007 13




































牛耕 尖頂帽男 園田俊介2006：胡人 同上 23
耙地 三角帽男 園田俊介2006：胡人 同上 24
　　4 牧牛 披髪男 園田俊介2006：胡人 同上 25
西壁4 運輸 披髪男2 園田俊介2006：胡人 同上 26
郭永利2007：羌 27
李懐順2010：少数民族



















　　4 耙地 三角帽男 園田俊介2006：胡人 同上 33
孫彦2011：小月氏
揚場 披髪男 園田俊介2006：胡人 同上 34
郭永利2007：羌
孫彦2012：羌
北壁3 耕地 尖頂帽男 園田俊介2006：胡人 同上 35
耙地 披髪男 園田俊介2006：胡人 同上 36
郭永利2007：羌
揚場 披髪男 園田俊介2006：胡人 同上 37
　　4 塢壁 披髪男 園田俊介2006：胡人 同上 38
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庖厨 披髪男2 園田俊介2006：胡人 同上 39
李懐順2010：少数民族 40
三角帽男2 園田俊介2006：胡人 同上 41
李懐順2010：少数民族 42
孫彦2011：小月氏
西溝M4 前室 西壁 穹廬・人物 披髪女 俄軍等2011 43
南壁 穹廬・人物 披髪女 同上 44
北壁 穹廬・人物 披髪女 郭永利2007：羌 同上 45




穹廬・人物 披髪女 郭永利2007：羌 酒泉市博物
館1998
47



























新城M1 *10 前室 南壁34 出行 披髪男 郭永利2007：羌 張宝璽2001 54
関尾史郎2019b：羌
新城M3 前室 西壁33 持杈揚場 尖頂帽男 園田俊介2007：月氏 同上 55
　　48 牧牛 髡頭男 孫彦2011：鮮卑 同上 56






















































































　　19 守衛 披髪男 園田俊介2007：羌 同上 68
孫彦2011：羌
南壁48 果木園 披髪男 園田俊介2007：羌 同上 69
孫彦2011：羌












































　　55 耱地 披髪男 俄軍等2009：羌 同上 75
李懐順2010：羌
賈小軍2011：羌
新城M7 前室 西壁47 犢車 高鼻男 関尾史郎2012：非漢族 同上 76
新城M12 前室 西壁30 耙地 披髪男 賈小軍2011：羌 胡之2000d 77
北壁01 一女提籃 披髪女 包艶等2017：少数民族 徐光冀2012 78







　　09 牧羊 披髪男 孫彦2011・2012：羌 張宝璽2002 80
西壁36 耙地 披髪男 賈小軍2011：羌 徐光冀2012 81
包艶等2017：鮮卑
*01 　「画像の名称」は発掘報告、簡報で用いられた名称を用い、それらがない場合はその画像を扱った論考、博物館
展示のキャプション等が用いる名称のうちの代表的なものに従う。
*02　「男」・「女」の後の数字は描かれている人数を示す。
*03　「画像の所在」は最も鮮明と思われる写真を掲載する図録、論文等とする。
*04 　具体的な民族比定は行なわないものの、漢人と異なるという意味で「少数民族」、「胡人」、「非漢族」とするも
のものある。
*05　 丁家閘M5の前室４壁は頂部から底部まで朱枠で第１～５層に分割されている。「壁」の後の数字はその層を示す。
*06　園田俊介2006は三角帽の車夫が４人いるとする。
*07　園田俊介2006は「氈付尖頂帽」とする。
*08　郭永利2007は「披髪」とする。
*09　馬玉華・趙呉成2017は酒泉石廟子灘出土とする。
*10　新城墓群の「壁」の後の数字は清理発掘時の画像磚の整理番号である。
*11　園田俊介2007は男とする。
*12　園田俊介2007は男とする。
　表には非漢人画像を81件記載したが、この他にも非漢人の可能性のある画像がある。たとえば張
暁東2010は新城M4前室北壁の「牧馬」図には貲虜牧童がいるとし、郭永利2017は酒泉小土山墓の
照壁に１人、敦煌祁家湾M369の墓室後壁に立てかけられた画像磚に２人の胡人が描かれていると
する。ただいずれも画像が不鮮明で即断できない。このように漢人か非漢人か判断が難しい画像も
あるため非漢人画像の数は確定的ではなく、新たな出土のみならず、鮮明な画像の公開や画像のよ
り詳細な検討によって今後増加することも充分考えられる。
　具体的な民族への比定は文献史料に見られる次のような記述や出土文物と照合して行なわれてい
る。すなわち、
『後漢書』巻87西羌伝
女恥其狀，被髮覆面，羌人因以為俗。
『三国志』魏書巻30烏丸鮮卑東夷伝烏丸所引魏書
烏丸者，東胡也。……父子男女，相対蹲踞，悉髠頭以為軽便。
『南斉書』巻57魏虜列伝
魏虜，匈奴種也，姓托跋氏。晉永嘉六年，并州刺史劉琨為屠各胡劉聡所攻，索頭猗盧遣子曰利
孫将兵救琨於太原，猗盧入居代郡，亦謂鮮卑。被髮左衽，故呼為索頭。
　しかし文字の記録を画像に当てはめることは容易ではなく、表に見られるように同一画像につい
て研究者によって比定する民族が異なることがしばしば起こる。例えば【14】⑼・【15】の「敲鼓」
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図の髡髪の男性について張国栄・馮麗娟2009と郭永利2017は鮮卑、鄭怡楠2010は粟特、包艶等2017
は少数民族、関尾史郎2019a は羌と比定している。また【65】の「畜牧」図の氈付三角帽の男性に
ついては、甘粛省文物隊等1985、俄軍他2009、李懐順2010、李雅傑2019が少数民族、岳邦湖等2004
が羯、張暁東2010が貲虜、賈小軍2011が氐、孫彦2011が小月氏、関尾史郎2012が粟特、方亜楠・鞏
家楠2019が胡人としている。「少数民族」と「胡人」が意味するところが同じであるとしても実に
６種の民族に比定されているわけである。【18】・【19】の粟特、【74】・【75】の羌のように全ての論
者が同じ民族に比定しているものもあるが、多くは異説が存在するのが実情である。すなわち如何
なる民族であるかを正確に特定することは非常に困難なのである。関尾史郎2019a が指摘するよう
に、そもそも画像を描いた画工たちが非漢人を描き分ける意図や必要があったとも考えがたい。た
だ非漢人を漢人とは異なる形態で描いたことは間違いなく、少数の例外を除けば、非漢人と漢人を
区別することは難しくない。そこで画像における漢人と非漢人の対比から当該時代の河西の民族状
況、社会状況を検討することは可能なのである。
２．非漢人が描かれた墳墓の墓主
　非漢人が描かれた墳墓の墓主の多くは漢
人だと考えられてきた。図１は嘉峪関新城
M1の画像磚で右側の人物が墓主段清、図
２は新城M7の画像磚で左側の人物が墓主
であるが、いずれも介幘のようなものをか
ぶり、漢式の衣装を纏っている⑽。その他
の墳墓も含め、新城墓群の各墳墓の墓主は
漢人として問題はない。甘粛省文物隊等
1985は M1～M8⑾の墓主は世家豪族で官
吏を兼ねる者もいたとし、張宝璽2001は
M12・M13⑿を含めた壁画をもつ墳墓の墓
主を郡県の一級文武官吏と地方豪紳とし
た。鄭岩2016は M1の墓主を河西の大姓段
氏の家族とし、また関尾史郎2019b は新城
墓群（M1～M13と毛庄子墓⒀）について
詳細に分析し、新城墓群には少なくとも段
図１　新城M1前室南壁「墓主人段清」
図２　新城M7中室西壁「宴飲」
───────────────
⑼　【　】内の数字は表の整理番号を示す。
⑽　かぶり物、服装については小林聡2019参照。
⑾　甘粛省文物隊1985。
⑿　M12・M13については嘉峪関市文物管理所1982。
⒀　毛庄子墓については孔令忠・侯晋剛2006。
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氏の墳墓が４基、王氏のものが２基あると
している。
　酒泉丁家閘M5⒁の墓主（図３の左側の
人物）は進賢冠をかぶり袍を纏っている
が、これについて甘粛省博物館1979は西涼
の王侯あるいは三公、園田俊介2006は酒泉
地域の有力者で三公に準ずる高官とする。
酒泉高閘溝磚廠墓⒂については、岳邦湖等
2004が墓主の「官事活動」が連環画形式で
描かれているとしているが、図４は中央の
墓主が訴えを受けている場面である。墓主
は進賢冠をかぶり、袍を着用している。馬
軍強2016は墓主は郡守あるいは県令と考え
ている。丁家閘M5、高閘溝磚廠墓とも墓
主が漢人であることに疑問の余地はない。
　高台駱駝城南墓群⒃、苦水口M1の墓主
について言及した研究はないが、それぞれ
の墓主の画像、すなわち図５、図６の左側
の人物は介幘をかぶって漢式の服装をして
いる。漢人として問題はなかろう。そこで
孫彦2011は河西の壁画墓全体が地方豪族、
官吏及びその後裔の墳墓であるとし、関尾
史郎2012も壁画墓の墓主は地域社会の有力
者であり、かつ郡や県などの地方官衙に出
仕した経験もあったとする先行研究に従っ
ている。
３．非漢人の描かれ方
　以上のような漢人墓主の墳墓の壁画に非
漢人が描かれるのであるが、表に見られる
ように、新城墓群で描かれる非漢人は男性
18人、女性10人で合計28人である。男性の
───────────────
⒁　甘粛省文物考古研究所1989。
⒂　岳邦湖等2004。
⒃　張掖地区文物管理辦公室等1997。
図３　丁家閘M5前室西壁「墓主人」
図４　高閘溝磚廠墓「聴訟」
図５　駱駝城南墓群「進食」
図６　苦水口M1中室南壁「帳居」
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描かれる場面は、農事９、牧畜５、その他
４（車の傍ら、車の後ろ、守衛、果木園の
管理）、女性は採桑４、穹廬の中４、その
他２（提籠、不明）となり、採桑を含めた
農事や牧畜といった生産労働の場面に多く
描かれていることが確認できる。図７はそ
のうちの鼻の高い男性の牧馬【65】、図８
は被髪の男性の耙地【72】の画像である。
また丁家閘M5に描かれる非漢人は21人、
全て男性で、内訳は農事11、庖厨４、運輸・
出游４、牧畜１、看守１であり、やはり労
働の場面に多く描かれている。図９は前室
南壁第３層であるが、左側に氈付三角帽と
氈付尖頂帽の男性が揚場の作業をしており
【30】・【31】、中央右では氈付三角帽の男性
が牛１頭を使って土地を耕し【32】、さら
に右側には三角帽の男性がやはり牛を使っ
て耙地【33】を行なっている。
　河西の壁画墓のなかでは新城墓群、丁家閘M5が発掘、報告書の発表が早かった。すなわち1972
～1973年に新城M1～M8が発掘され、その報告書が1985年に出版された（甘粛省文物考古隊等
1985）。続いて丁家閘M5が1977年に発掘され、報告書は1989年に出版された（甘粛省文物考古研
究所1989）。そのため他の壁画墓に比べ新城墓群、丁家閘M5の情報が早く流通することになり、
それらが河西の壁画墓の一般的なイメージを作り出すことになったようである。非漢人の描かれ方
の理解もこれらの墳墓の画像が大きく影響しているように思われる。またそうした理解はその後に
出土した墳墓や、報告書、簡報が発表されていない墳墓でも当てはまる点が多々ある。たとえは高
閘溝磚廠墓では非漢人画像は１件のみであるが、それは牧羊の場面である【51】⒄。また駱駝城南
図７　新城M5前室東壁「畜牧」
図８　新城M6前室西壁「耙地」
図９　丁家閘M5前室南壁第３層
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墓群でも非漢人は耱地【10】と牧馬・駱駝
（図10）【11】の場面に各１人が、苦水口
M1では狩猟【12】と放牧【13】の場面に
各１人が描かれるのである。これらは新城
墓群や丁家閘M5についての理解を補強す
ることになったと思われる。
　以上のように、新城墓群、丁家閘M5、
高閘溝磚廠墓、駱駝城南墓群、苦水口M1
では漢人墓主の墳墓に非漢人が労働に従事する画像が描かれているのである。こうした漢人墓主の
墳墓における非漢人労働の画像という組み合わせから、非漢人は漢人官吏や有力者の下で使役され
る存在であり、さらに進んで、魏晋時代の河西は漢人が社会の中心で、その支配の下で多数の非漢
人が労働力として使役されていたという理解が広まったと考えられるのある。
４．西溝墓群と地埂坡M4の壁画における非漢人
　ところが報告書や簡報が必ずしも整っていない壁画墓についての断片的な情報や、博物館の展示
等を精査していくと、上で見たような非漢人画像と異なる画像が存在することが知られる。その一
つが酒泉西溝墓群の壁画である。同墓群は1992年・1993年に発掘・清理された墓群で、M4・M5・
M7が壁画墓である⒅。
　これら３墳墓の壁画のなかで農耕や牧畜の生産労働の場面に非漢人が登場するのは、表に見られ
るようにM7の「狩猟」図⒆【48】のみであり、M4とM5にはない。逆に漢人がそれらの場面に登
場するのは、岳邦湖等2004の整理に従うと、M7では農事10、牧畜２、M5では農事16、牧畜１、
M4では農事９、採桑１、牧畜１であり、非漢人に比べて圧倒的に多い。
　非漢人はM4では前室東・西・北壁に描かれた穹廬の中【43】～【45】に、M5では前室西壁に
描かれた２点の穹廬の中の披髪の女性であり（図11）【46】・【47】、いずれも壁の最上部に位置して
いる⒇。穹廬の中の女性は端座するもの、炊事するもの、糸を紡いでいるようなものが見られる。
図10　駱駝城南墓群「牧馬・駱駝」
───────────────
⒄　馬軍強2016は同墓には非漢人は全く描かれていないとする。
⒅　甘粛省文物考古研究所1996・俄軍等2009。ただし甘粛省文物考古研究所1996で報告されているM4と俄軍他2009
および岳邦湖等2004で扱われているM4とは別個の墳墓である。すなわち甘粛省文物考古研究所1996のM4は1993
年にM5・M7とともに発掘された単室磚混土洞墓で画像の報告はないのに対し、俄軍他2009・岳邦湖等2004のM4
は1992年に清理された前室・後室の２室からなる磚室墓である。関尾史郎2019c は1992年に清理された墳墓を
1992JXM4とし、1993年に発掘された墳墓を1993JXM5、1993JXM7としている。従うべきであろう。俄軍他2009に
よると、1992年清理のM4と1993発掘のM5は東西に並び、その間は５mであり、同一家族の墳墓であるという。
本稿では甘粛省文物考古研究所1996掲載のM5・M7（両墓とも岳邦湖等2004で紹介され、M5は俄軍他2009でも扱
われている）と俄軍等2009・岳邦湖等2004掲載のM4を対象として論じる。
⒆　甘粛省文物考古研究所1996は当該画像を「狩猟」と名づけている。恐らく人物が弓矢を手にしているためであろ
う。しかし人物の右側には多数の羊の群れがおり、人物は弓矢を持ってそれを管理している場面とみる方が妥当で
あろう。園田俊介2007はこの画像を「牧羊」としている。
墳墓壁画に見られる魏晋時代酒泉地域の漢人と非漢人
─　　─29
M7には穹廬に向かって歩く披髪の女性が描かれる「穹廬・女子」図【49】、騎馬の漢人男性を見送
る披髪の女性という、夫婦の惜別の場面のような画像が描かれる「騎吏和背水女子」図（図12）【50】
がある。
　M7の墓主について、甘粛省文物考古研究所1996は中小官吏とし、岳邦湖等2004も地方官員とし
ており、ともに漢人であるととらえる。
M5については、甘粛省文物考古研究所
1996は画像が不鮮明だとして墓主の属性に
は触れず、岳邦湖等2004も同様である。
M4については岳邦湖等2004は墓主を羌族
だとする。それが認められれば、M4と
M5は至近の距離に築かれた同族の墳墓で
あるとすると、M5の墓主も非漢人である
可能性があることになる。いずれにせよ、
西溝墓群の漢人と非漢人の姿は漢人墓主の
下で非漢人が労働力として存在するという
新城墓群や丁家閘M5等に見られるそれと
異なるのである。
　さらに注目されるのが高台地埂坡M4で
ある。この墳墓は地埂坡墓群に含まれ、
2007年にM1・M2・M3・M6とともに発掘
された。５基はいずれも河西の多くの磚
室の壁画墓と異なる土洞墓で、そのうち
M1・M2・M3・M4に壁画が描かれてい
る。M4では前室の４壁に画像が描かれ
ているが、図13の北壁の建物の柱の間に描
かれた４人の人物のいずれかが墓主である
可能性が高い。図14・15はその拡大図であ
る。関尾史郎2012は東側の「宴飲」図（図
15）を墓主の画像としている。しかし非
漢人２人の「対座」図と漢人２人の「宴飲」
図は大きさ、位置に大きな相違が認められ
───────────────
⒇　最上部には他には人物のいない穹廬が描かれているから、穹廬を描くことが目的のようにも思われる。
　甘粛省文物考古研究所等2008・呉葒2008・北村永2011。
　甘粛省文物考古研究所等2008によると、M2の画像は痕跡のみで内容ははっきりしないという。
　鄭怡楠2010は墓主は粟特人である可能性が高いとする。
図11　西溝M5前室西壁「穹廬・人物」
図12　西溝M7前室北壁「騎吏和背水女子」
図13　地埂坡M4前室北壁
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ず、にわかには判断できない。４人とも墓主ではない可能性も考えられる。同墓には生産労働の場
面として前室東壁と南壁に農事と牧畜の画像があるが、いずれも漢人が労働に従事している。非漢
人は東壁上部の「敲鼓」図【14】・【15】、「角抵」図【16】・【17】と北壁の東側の柱の東の「売肉」
図（図13右端）【20】・【21】に２人ずつ描かれる。描かれた人物の数は漢人９人に対して非漢人が
８人で、両者は拮抗している。このように地埂坡M4の画像でも、漢人墓主の下で非漢人が労働力
として存在するという形態とは明らかに異なる様子を見ることができるのである。
５．酒泉における漢人と非漢人
　地埂坡M4の壁画内容の特殊性について、先に私は同墓が魏晋時代の行政区画では酒泉郡会水県
に位置し、駱駝城南墓群や苦水口M1・M2等が所在する表是県とは相違することによるという見
方を提示した。しかし西溝墓群は新城墓群、丁家閘M5、東閘溝磚廠墓と同じ酒泉郡福禄県に属
しているのであり、同一県内でも異なる傾向の壁画が描かれたことが確認できる。また丁家閘M5
と東閘溝磚廠墓との間には、漢人墓主の墳墓の中の非漢人労働力という点では共通するものの、非
漢人が大量に描かれる丁家閘M5と１人しか描かれない東閘溝磚廠墓の相違も存在する。
　このように見てくると、墓主の属性や画像の民族傾向は、県等の行政単位ごとに異なるというよ
りは、墓群ごと、あるいは墳墓ごとに異なるとする方が適当であると思われてくる。それは墓群ご
と、墳墓ごとに漢人と非漢人の関係が異なるということを意味することになろう。そこから魏晋時
代の酒泉社会について見通すと、酒泉には漢人が上層にいて非漢人を労働力として使用する集団、
漢人と非漢人が身分差なく生活する集団、非漢人が主体となっている集団等、さまざまな漢人－非
漢人関係の集団が混在していたということが想定されるのである。
　文献史料から窺える河西の民族構成、西部鮮卑禿髪樹機能の反乱、さらには４世紀末からの
後涼、北涼、南涼という非漢人政権の建設という非漢人の動向を考えるとき、魏晋時代の墳墓に、
図14　地埂坡M4前室北壁西側「対座」 図15　地埂坡M4前室北壁東側「宴飲」
───────────────
　三﨑良章2015。
　園田俊介2006は、丁家閘M5前室の第３・４層の墓主の生活空間図では、全55体の人物画像のうち胡人が半数近
くの24体ほど描かれているとする（園田俊介2006は同墓前室西壁第4層の牛車出游図の三角帽の男を３人としてい
るため全体の胡人数が24となる）。
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漢人支配下の労働力としての非漢人だけでなく、非漢人が主体となった壁画も描かれるということ
は充分首肯できることである。魏晋時代河西の非漢人の存在形態、漢人－非漢人関係の一端が墳墓
壁画から確認できるのである。
　ただそこに留意しなければならないこともある。非漢人が描かれた墳墓は、永昌東四溝とその可
能性がある敦煌祁家湾M369を除き、現在の高台県、酒泉市（粛州区）、嘉峪関市に所在するが、
その地域は魏晋時代には酒泉郡の表是県、会水県、楽涫県、福禄県の管轄区域であった。従って墳
墓壁画から指摘できることは酒泉郡の状況にほぼ限定されるのである。それが壁画による研究の限
界であることも認識しなければならない。本稿のタイトルに「酒泉地域」を挿入する所以である。
しかしその状況が、酒泉と共通した社会基盤を有する武威、張掖、敦煌等でも展開していた可能性
を指摘することもできるのである。
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